
1. 令和4年度末現在の市町村数
区　分 令和4年度
市 40
町 22
村 1

一部事務組合等 49
計 112

※一般組合員には特別職も含まれます。

種　別 組合員数 被扶養者数 区分 標準報酬の月額 平均標準報酬月額 標準期末手当等年度累計額

一 般 組 合 員 51,488人 37,271人
長期 20,084,028,000 円 390,072 円 75,925,795,000 円
短期 20,374,258,000 円 395,708 円 76,132,684,000 円

短 期 組 合 員 14,589人 2,892人 短期 2,381,758,000 円 163,257 円 2,617,358,000 円

市 町 村 長 組 合 員 57人 52人
長期 35,858,000 円 629,087 円 151,469,000 円
短期 47,328,000 円 830,315 円 215,357,000 円

特 定 消 防 組 合 員 7,727人 11,081人
長期 3,179,230,000 円 411,444 円 11,643,287,000 円
短期 3,180,430,000 円 411,599 円 11,643,287,000 円

長 期 組 合 員 10人 ー
長期 4,920,000 円 492,000 円 21,240,000 円
短期 5,480,000 円 548,000 円 23,191,000 円

後期高齢者等短期組合員 63人 ー 短期 8,386,000 円 133,111 円 8,089,000 円

市町村長長期組合員 6人 ー
長期 3,450,000 円 575,000 円 15,846,000 円
短期 3,850,000 円 641,666 円 18,733,000 円

継 続 長 期 組 合 員 2人 ー 長期 800,000 円 400,000 円 3,326,000 円

小 　 　 計 73,942人 51,296人
長期 23,308,286,000 円 315,223 円 87,760,963,000 円
短期 26,001,490,000 円 351,656 円 90,658,699,000 円

任 意 継 続 組 合 員 992人 571人 短期 358,458,000 円 361,348 円

合 　 　 計 74,934人 51,867人
長期 23,308,286,000 円 393,123 円 87,760,963,000 円
短期 26,359,948,000 円 351,784 円 90,658,699,000 円

対 前 年 比 15,045人 2,357人

2. 組合員数等の状況 （令和4年度末現在）

令和4年度組合決算について、去る6月20日

に開催された組合会において承認されました

ので、その概要をお知らせします。

富岡理事長（朝霞市長）富岡理事長（朝霞市長）

木津議員（三郷市長）

決算の概要決算の概要

統 括 事 項

令和４年度
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【収支の状況】
　収入につきましては、掛金・負担金の財源
率を据え置き運営したところ、３77億4,320
万円となり、組合員数の増加により前年度に
対して2億3,360万円の増加となりました。
　一方支出については、26億8,997万円増
加し、393億3,564万円となっております。

【高齢者医療制度への納付金等の状況】
　今年度の高齢者医療に係る納付金等につ
いては、１43億1,450万円となっております。
　この金額は、支出全体の３2.8％を占める
状況となっております。

【当期短期損失金】
　収支決算を行った結果、15億9,244万円
の当期短期損失金が生じました。この損失金
については前年度より、繰越しました短期積
立金を取り崩して補てんいたしました。

【利益剰余金の状況】
　欠損金補てん積立金を法定所要額である
15億1,702万円を積立て、また、上記当期
短期損失金を短期積立金を取り崩して補てん
した結果、令和4年度末における短期積立金
は48億9,899万円となりました。その結果短
期分に係る利益剰余金の合計は63億5,819
万円となります。

【収支の状況】
　収入総額は、42億2,890万円で前年に対して2億950万
円の増収となっております。一方、支出総額は、43億
18万円で主に介護納付金として社会保険診療報酬支払基金
へ納付しております。

【当期介護損失金】
　収支決算を行った結果、7,128万円の当期介護損失金が
生じましたので、前年度より繰越した介護積立金を取り崩し
て補てんした結果、令和4年度介護欠損金は5,781万円とな
ります。

◆ 医療給付／ 157億9,182万円（前年度比　約11.16%増）

◆ 組合員1人当たり／ 233,000円  共済組合から医療機関へ支払った1人当たりの医療費です。

支
出

収
入

法定給付・附加給付等
19,692,813（45.13％） 

高齢者医療に係る
納付金等
14,314,510（32.80％） 

介護納付金等
4,300,183（9.85％） 
その他の支払
5,328,321（12.22％） 

短期掛金・負担金
32,135,636
（76.56％） 
介護掛金・負担金等
4,171,475
（9.94％） 

その他の収入
5,664,997（13.50％） 
当期損失金
1,663,719

短期経理収支状況

収入総額 41,972,108 支出総額 43,635,827

単位：千円

医療費の推移組合員 1人当たりの医療費の推移

短 期 経 理 医療費を中心とし、他に出産費、埋葬料、休業給付及び災害給付などを行う経理です。
また、この経理で介護保険料の受け入れ、納付を行っています。

短　期　分

介　護　分
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　被用者年金一元化後の厚生年金給付に係る経理となります。
　厚生年金の財源率は厚生年金保険料と同率に統一されまし
た。その財源率で徴収した組合員保険料と所属所負担金と基
礎年金拠出金に係る負担金41.6‰と追加費用として12.1‰
で徴収した負担金もこちらの経
理で徴収し、総額841億円程の
全額を連合会へ払い込んでおり
ます。

　被用者年金一元化により廃止された職域相当部分にかわり
新設された「退職等年金給付」を支払う経理です。平成27年
10月以降発生している公務上の障害・遺族の年金給付は、こ
ちらの経理での取り扱いとなっております。
　掛金・負担金率の7.5‰は連合会で示された上限値となり、
その率で徴収された53億8,100
万円程の全額を連合会へ払い込
んでおります。

　被用者年金一元化により廃止された旧職域相当部分の支払
いや既裁定の公務上年金を支払うための経理です。所属所負
担金として公務財源率0.1105‰と追加費用として1.1‰で徴
収した3億4,700万円程の全額を連合会へ払い込んでおりま
す。

厚生年金保険経理収支状況 

収入総額 84,105,582 支出総額 84,105,582

単位：千円

経過的長期経理収支状況 

収入総額 347,099 支出総額 347,099

単位：千円

退職等年金経理収支状況 

収入総額 5,381,404 支出総額 5,381,404

単位：千円

負担金払込金
347,099
（100％） 

負担金
347,099
（100％） 

支
出

収
入

負担金払込金・
掛金払込金
5,381,404
（100％） 

負担金・掛金
5,381,404
（100％） 

支
出

収
入

負担金払込金・
組合員保険料
84,105,582
（100％） 

負担金・
組合員保険料
84,105,582
（100％） 

支
出

収
入

武山議員（上尾市）

半貫議員（狭山市）

厚生年金保険経理

退職等年金経理

経過的長期経理

厚生年金の組合員保険料・負担金を収納し、全国市町村職員共済組合連合会
（以下、連合会とする。）へ払い込む経理です。

「退職等年金給付」の支払いのため掛金・負担金を収納し、連合会へ払い込む
経理です。

旧職域相当部分の支払いなどのため公務財源として負担金を徴収し、連合会へ
払い込む経理です。

國分議員（さいたま市）
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【収支の状況】
　収入については、運用益として利息及び配当金が3,705万
円となりますが、全額支払利息として連合会へ払い込むこと
になります。

【連合会預託金の状況】
　4年度末における連合会預託
金は34億3,726万円となってお
ります。この資金は、組合員へ
の貸付金に運用されております。

太田議員（東松山市）

【収支の状況】
　収入については、運用益として利息及び配当金が1,003万
円となりますが、全額支払利息として連合会へ払い込んでお
ります。

【連合会預託金の状況】
　4年度末における連合会預託
金は132億2,500万円となって
おります。この資金は、市町
村債の引き受けに運用されて
おります。

【収支の状況】
　収入総額は10億2,433万円で前年度に対して2,409万円
の増加となりました。一方、支出は、前年度に対して8,897
万円増加し、支出総額9億8,876万円となりました。

【当期利益金】
　収支決算を行った結果、
3,557万円の当期利益金が生じ
たため、当該利益金は全額積立
金として積み立てました。

【利益剰余金の状況】
　4年度末における積立金は10
億5,298万円となっております。

支
出

収
入

職員給与
262,246（26.52％） 
事務費
50,938（5.15％） 
委託費
123,132（12.45％） 

その他
552,447（55.88％） 

当期利益金
35,572

連合会交付金
256,571
（25.05％） 

市町村等負担金
644,620（62.93％） 

短期経理より繰入
122,182（11.93％） 

利息及び配当金他
962（0.09％） 

業務経理収支状況 

収入総額 1,024,335 支出総額 988,763

単位：千円

市川議員（秩父市）

退職等年金預託金管理経理収支状況 

収入総額 37,055 支出総額 37,055

単位：千円

支
出

収
入

支払利息
37,055
（100％） 

利息及び配当金
37,055
（100％） 

支
出

経過的長期預託金管理経理収支状況 

収入総額 10,039 支出総額 10,039

単位：千円

支
出

収
入

支払利息
10,039
（100％） 

利息及び配当金
10,039
（100％） 

支
出

退職等年金預託金管理経理

経過的長期預託金管理経理

連合会で管理・運用を行っている年金資金の一部について、連合会か
ら預託されて運用を行っている経理です。

連合会で管理・運用を行っている年金資金の一部について、連合会か
ら預託されて運用を行っている経理です。

業 務 経 理 短期給付事業、年金給付事業を行うために必要な経費（人件費、事務費等）を賄う経理です。

高橋議員（富士見市）
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支
出

収
入

職員給与
55,278（3.51％） 
厚生費
1,050,494（66.64％） 

その他の支払
360,594（22.87％） 

宿泊経理へ繰入
110,000（6.98％） 
当期利益金
72,167

負担金・掛金
1,527,883
（92.68％） 

その他の収入
120,650（7.32％） 

人間ドック助成 球技大会及びスポーツ教室 各種助成金等

実施者数 16,591 人

実施種目
ゴルフ、スキー、
親子スキー教室、
スノーボード講習会

要した費用 465,301 千円

脳ドック助成

実施者数 326 人

要した費用 7,167 千円 要した費用 10,582 千円 歯科健康診査 591 千円

併診ドック助成 保養施設利用助成 特定健康診査

実施者数 3,048 人 利用補助者数 21,450 人 受診券による受診者等 21,668 人

要した費用 128,723 千円 要した費用 99,808 千円 要した費用 27,297 千円

がん検診助成 レクリエーション施設助成 特定保健指導

実施者数 27,578 人 利用人員 128,244 人 実施者数 1,664 人

要した費用 61,238 千円 要した費用 115,197 千円 要した費用 24,061 千円

妊婦保健助成金 14,045 千円

カウンセリング助成 13,220 千円

インフルエンザ助成 102,037 千円

【収支の状況】
　収入総額は、16億4,853万円となり、このうち主な収入は
負担金・掛金の15億2,788万円です。主に短期組合員の加
入による組合員数の増加に伴い給料総額が増加したことから、
前年度に対して7,580万円ほどの増収となっております。
　一方、支出総額は15億7,636万円となり、主な支出は厚生
費の10億504万円で、内訳として人間ドック（併診ドックを含
む）に6億119万円、保養施設等の利用助成として9,980万円
となっております。

【当期利益金】
　収支決算を行った結果、7,216万円の当期利益金が生じて
おり、この利益金は全額積立金として積み立てました。

【利益剰余金の状況】
　令和４年度末における積立金は、21億545万円となりまし
た。その他欠損金補てん積立金を420万円ほど保有しており、
利益剰余金の合計は、21億966万円となります。

保健経理収支状況 

収入総額 1,648,533 支出総額 1,576,366

単位：千円

◉ 令和4年度実施した主な事業 ◉

佐俣議員
（越谷・松伏水道企業団）

  人 間 ド ッ ク 等  
19,965人が受検

節目の年で定期的に
人間ドック受検を ! 各種施設の利用助成

保 健 経 理 組合員及び被扶養者の健康増進、病気の予防対策などを行う経理です。
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【利用状況】
　令和4年度は、新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限の
見直しや、国や自治体独自の観光需要喚起策により、旅行に対
するニーズが高まったことから、利用者が大幅に増加し、利用
人数は対前年比4,808人増加の17,386人、利用率は対前年
度比プラス13.4％の47.3％となりました。

【収支の状況】
　収入総額は3億1,100万円となり、このうち主なものは施設
収入1億8,877万円です。
　一方、営業を行うための諸経費としての支出総額は3億
4,885万円となり、この中には固定資産に係る減価償却費と
して5,344万円が含まれます。

【当期損失金】
　収支決算を行った結果、令和4年度は3,785万円の当期損
失金が生じました。この損失金は前年度より繰り越した積立金
の一部を取り崩して補てんしました。

【利益剰余金の状況】
　令和4年度末における改良積立金は1億円、欠損補てん積
立金は2億2,339万円、積立金は6億8,295万円となります。

◆ 草津保養所／草津保養所アルペンローゼを経営する経理です。

草津経理収支状況 

収入総額 311,003 支出総額 348,857

単位：千円

支
出

収
入

施設収入 
188,774（60.70％） 

保健経理より繰入 
110,000（35.37％） 
その他の収入 
12,229（3.93％） 

当期損失金 
37,854

職員給与 23,651（6.78％） 
飲食材料費 59,581（17.08％）  

委託管理費及び委託費
86,192（24.71％） 

光熱水料及び燃料費
49,247（14.12％） 

減価償却費
53,441（15.32％） 

その他の支払
76,745（21.99％） 

【収支の状況】
　収入総額は、1億6,105万円、会議室の利用率は50.1％に
なりました。
　一方、営業を行うための支出総額は1億3,614万円となりま
した。

【当期利益金】
　収支決算を行った結果、令和4年度は2,491万円の当期利
益金が生じました。この利益金は全額積立金として積み立て
ました。

【利益剰余金の状況】
　令和4年度末における欠損金補てん積立金は8,229万円と
なり、積立金は3億6,969万円となりました。
　その結果、利益剰余金は4億5,198万円となります。

◆ 会 館／さいたま共済会館を経営する経理です。

支
出

収
入

職員給与
28,106（20.64%）
委託費及び委託管理費
37,075（27.23%）
光熱水料
12,378（9.10%）
減価償却費
25,365（18.63%）

特別修繕引当金繰入
5,000（3.67%）
当期利益金
24,905

その他の事業費
28,223（20.73%）

施設収入
45,532（28.27%）

賃貸料
115,258（71.57%）

その他の収入
262（0.16%）

会館経理収支状況 

収入総額 161,052 支出総額 136,147

単位：千円

高畑議員（春日部市）

宿 泊 経 理 ……………………………………………………………………………………………………
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【収支の状況】
　収入総額は、71億4,978万円となります。収入の中心であ
る利息収入が61億306万円となりました。
　一方、支出総額は、71億5,176万円となり、支出の中心で
ある組合員の皆様へ支払う支払利息は69億4万円となりまし
た。

【当期損失金】
　収支決算を行った結果、197万円の当期損失金が生じまし
た。
　この損失金は、積立金の一部を取り崩し補てんいたしまし
た。

【資産及び利益剰余金の状況】
　4年度末の資産総額は、4,776億2,054万円となりました。
この資産の運用状況については11ページをご覧ください。
　なお、組合員の皆様からお預かりしている組合員貯金の残
高は、4年度末で4,467億6,802万円となっております。
　また、4年度末の利益剰余金については、積立金が13億
1,427万円、欠損金補てん積立金が法定所要額である223億
3,840万円となっております。 負

債
資
産

組合員貯金
446,768,020
（93.54％） 

未払費用他
7,199,847（1.51％） 

流動資産他
41,946,318
（8.78％） 

投資有価証券
432,806,139
（90.62％） 

長期貸付金
2,868,000
（0.6％） 

利益剰余金
23,652,680（4.95％） 

貯金経理資産状況 

資産総額 477,620,547

単位：千円

支
出

収
入

職員給与 
46,948（0.66％） 

支払利息
6,900,046
（96.49％） 

当期損失金
1,974

その他の支出
202,793（2.85％） 

利息及び配当金
6,103,067
（85.36％） 

償還差益他 
1,046,720
（14.64％） 

貯金経理収支状況 

収入総額 7,149,787 支出総額 7,151,761

単位：千円

寺山学識経験監事

貯 金 経 理 組合員の皆様から預かった貯金をまとめて運用し、その利益の範囲内で、できるだけ高
い利息をつけて還元する経理です。

  支払利息  

1.6%
  共済預金残高  

4,467億円
69億円を

利息として還元

廣瀬議員（川口市）
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【収支の状況】
　収入総額は、5,790万円となり、前年度に対して667万円
減収となっております。
　支出総額は、1億2,926万円となり、支出の中心となる支
払利息は、3,705万円となっております。

【当期損失金】
　収支決算の結果、7,135万円の当期損失金が生じました。
　この損失金は、積立金の一部を取り崩し補てんいたしました。

【利益剰余金の状況】
　令和4年度末における積立金は15億9,069万円となります。
また、欠損金補てん積立金は法定所要額である2億2,793万
円となっており、支障のない財政状況となっております。利益
剰余金の合計は18億1,863万円となります。
　なお、貸付資金のための退職等年金預託金管理経理からの
長期借入金は34億3,100万円となっております。

【貸付件数及び貸付総額】
　令和4年度末の貸付件数は4,918件、貸付総額は45億
5,875万円となっており、前年度末に対し、貸付件数は225件、
貸付総額については、4億130万円の減少となっております。
　なお、貸付金の内訳では住宅貸付が19億381万円となって
おり、貸付総額全体の約41％を占めております。

【貸付金状況】
　令和4年度の貸付金の状況は次のとおりです。
　また、4年度中に貸し付けた1件当たりの平均貸付額は、普
通貸付約94万円、住宅貸付約432万円、特別貸付約93万円
となっております。

支
出

収
入

職員給与
53,866
（41.67％） 

支払利息
37,055
（28.67％） 

その他の支払
38,339
（29.66％） 

組合員貸付金利息
57,617
（99.50％） 

その他の収入
290
（0.50％） 

当期損失金
71,353

貸付経理収支状況

収入総額 57,907 支出総額 129,260

単位：千円

事　由 件数 金額（千円） 事　由 件数 金額（千円）

普通
貸付

随　時 471 443,650

特別
貸付

医　療 2 1,800
その他 2 1,315 入　学 45 39,750
小　計 473 444,965 修　学 139 127,200

住宅
貸付

新　築 8 67,200 結　婚 20 24,600
増改築 27 86,300 葬　祭 5 4,850
敷　地 5 22,800 小　計 211 198,200
建　売 2 5,500

介護
住宅

新　築 0 0
その他 0 0 増改築 0 0
小　計 42 181,800 建　売 0 0

災害
貸付

新　規 0 0 その他 0 0
再貸付 0 0 小　計 0 0
小　計 0 0 合　計 726 824,965

◉ 令和4年度貸付金状況 ◉

貸 付 経 理 住宅建築資金、生活必需物資の購入資金、被扶養者等の入学及び非常災害等により、
臨時に資金を必要とする場合に貸付を実施する経理です。

共済だより
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物 資 経 理 自動車購入資金の融資を中心とした、生活必需品の供給を目的とする経理です。

新型コロナウイルス感染症予防対策

【収支の状況】
　収入総額は、6,689万円となり、前年度に対して229万円
減少となりました。
　一方、支出総額は、6,625万円となり、支出の中心である
支払利息は、5,341万円となっています。

【当期利益金】
　収支決算の結果、63万円の当期利益金が生じました。
　この利益金は、欠損金補てん積立金へ積み立てました。

【利益剰余金の状況】
　4年度末における欠損金補てん積立金は、1億2,690万円と
なりました。
　なお、組合員の皆様に融資している融資金は、29億5,717
万円となっています。

支
出

収
入

支払利息
53,415（80.62％） 

保険料
12,080（18.23％） 

その他
764（1.15％） 
当期利益金
636

販売手数料
2,605（3.89％） 

融資金償還利息
59,715（89.27％） 

その他の収入
4,575（6.84％） 

◆ 自動車購入資金融資総額／ 29億5,700万円（1億9,000万円減少）

物資経理収支状況

収入総額 66,895 支出総額 66,259

単位：千円

　新型コロナウイルス感染症は5類感染症に移行されましたが、引き続き注意
が必要です。感染症予防の基本は、「手洗い」「咳エチケット」です。感染症に
かからない・もしかかっても感染を広げないように、日頃から予防の基本を
徹底しましょう。

　発熱や喉の痛み、咳、倦怠感などの症状を訴える人が多いことが特徴です。息苦しさ、倦怠感、高熱
などの強い症状がある場合は、かかりつけ医等の身近な医療機関等に電話で相談してください。

疑わしい症状

　くしゃみや咳などに混じったウイルスを吸い込んで感染する「飛沫感染」、ウイルスが付着しているも
のに触って、その手で口や鼻を触ることにより粘膜から感染する「接触感染」で感染します。閉鎖した空
間で、近距離で多くの人と会話するなどの環境では、咳やくしゃみなどの症状がなくても感染を拡大さ
せるリスクがあるとされています。

どうやって感染するの？

　基本的な感染予防策の徹底を心掛けましょう。
● 手洗い
● 咳エチケット
● こまめな換気
● 三密（密閉空間・密接場面・密集場所）の回避

感染を予防するには
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